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［特集］［特集］
三遠南信自動車道 天龍峡大橋開通三遠南信自動車道 天龍峡大橋開通

千代地区側の添架歩廊入り口付近
から見た天龍峡大橋
天龍峡の景観に配慮して造られた
天龍峡大橋は、遠くから見るとスマート
な形ですが、近くで見るとその大きさに
圧倒されます。

千代地区側の添架歩廊入り口付近
から見た天龍峡大橋
天龍峡の景観に配慮して造られた
天龍峡大橋は、遠くから見るとスマート
な形ですが、近くで見るとその大きさに
圧倒されます。［コラム］ リニア駅ができるまち飯田…1９ページ［コラム］ リニア駅ができるまち飯田…1９ページ



特集特集

日
帰
り
で
天
然
温
泉
が
楽
し
め
る
天
龍

峡
温
泉
交
流
館「
ご
湯
っ
く
り
」の
隣
に
、

名
勝
天
龍
峡
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
や
周

辺
情
報
な
ど
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
が
１１
月
１０
日
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ま
た
天
龍
峡
を
一
周
で
き
る
遊
歩
道
に
、

天
龍
峡
大
橋
や
、天
龍
峡
ＩＣ
の
隣
に
設
置

さ
れ
る
天
龍
峡
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
と
つ
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史
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介
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つ

峡
温
泉
交
流
館「
ご
湯
っ
く
り
」の
隣
に
、

名
勝
天
龍
峡
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
や
周

辺
情
報
な
ど
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
が

天
龍
峡
大
橋
や
、天
龍
峡

さ
れ
る
天
龍
峡
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
へ
と
つ

東三河（愛知県）・遠州（静岡県）・南信州（長野県）をつなぐ約１００ｋｍの道路、三遠南信自動車道。
１１月１７日、天龍峡インターチェンジ～龍江インターチェンジ（以下、ＩＣ）間（約４ｋｍ）が開通し、飯田山本ＩＣ
から飯田上久堅・喬木富田ＩＣまでつながります。これにより、通勤・通学、買い物などの日常生活をはじめ、
観光や企業活動の利便性が向上します。また、天竜川に架かる「天龍峡大橋」の車道下には展望用の歩廊
「そらさんぽ天龍峡」が設けられ、新たな観光名所としても期待されています。

天龍峡大橋開通

●問い合わせ／国県関連事業課　内線３７６３

名
勝
天
龍
峡
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す

な
が
る
道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

整
備
が
完
了
す
る
と
、遊
歩
道
の
全
長

は
約
６
㎞
と
な
り
ま
す
。

午前９時～午後５時
（１２月～２月は午後４時まで）
毎週水曜日
（１２月２９日～１月３日は休館）

ガイダンス施設の内部（イメージ）

ラウンドアバウト

三遠南信自動車道
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天
竜
川
に
架
か
る
天
龍
峡
大
橋
は
、橋

の
一
部
が
文
化
財
保
護
法
に
定
め
ら
れ
る

「
名
勝
天
龍
峡
」の
範
囲
に
含
ま
れ
る
た

め
、景
観
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
こ
と
、

周
辺
環
境
と
調
和
す
る
こ
と
を
条
件
に
施

工
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、自
動
車
専
用
道

路
で
あ
り
な
が
ら
、車
道
下
に
は
名
勝
天

龍
峡
の
遊
歩
道（
一
部
整
備
中
）と
つ
な
が

る
歩
廊
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

急
峻
な
峡
谷
に
現
れ
る

美
し
い
ア
ー
チ
　天
龍
峡
大
橋

天
龍
峡
大
橋
は
、天
竜
川
が
切
り
開
い

た
断
崖
絶
壁
が
続
く
渓
谷
と
、四
季
折
々

の
美
し
い
自
然
が
あ
ふ
れ
る
名
勝
天
龍
峡

の
景
観
を
壊
さ
な
い
よ
う
、細
身
な
形
を

し
て
い
ま
す
。ま
た
、橋
の
塗
装
は
７
色
の

候
補
か
ら
現
地
確
認
を
重
ね
、背
景
の
山

に
な
じ
む
山
鳩
色（
山
鳩
の
羽
の
よ
う
な

黄
色
味
が
か
か
っ
た
緑
色
）と
し
ま
し
た
。

●
景
観
へ
の
影
響
を
配
慮
し
た「
山
鳩
色
」

車
道
下
に
は
幅
員
２ｍ
の
歩
廊
が
設
け

ら
れ
、天
龍
峡
を
一
周
で
き
る
遊
歩
道
の一

部
に
な
っ
て
い
ま
す
。川
面
か
ら
約
８０
ｍ
の

高
さ
か
ら
天
龍
峡
の
雄
大
な
眺
め
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
、橋
の
中
間
部
に
は
展
望
ス

ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

天
龍
峡
大
橋
は
、天
龍
峡
の
地
形
を
考

慮
し
て
、直
線
で
は
な
く
ゆ
る
や
か
な
カ
ー

ブ
を
描
い
て
い
ま
す
。ま
た
、車
道
を
支
え

る
ア
ー
チ
に
は「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ハ
ン
ド
ル
（※）
」

と
呼
ば
れ
る
形
を
採
用
し
、支
柱
の
傾
き

が
一
定
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
曲

線
の
車
道
」と「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ハ
ン
ド
ル
」の

※

バ
ス
ケ
ッ
ト
ハ
ン
ド
ル…
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●
天
龍
峡
大
橋
独
自
の
構
造

組
み
合
わ
せ
は
、全
国
的
に
見
て
も
天
龍

峡
大
橋
だ
け
で
あ
り
、優
れ
た
橋
り
ょ
う
工

事
を
た
た
え
る「
土
木
学
会
田
中
賞
」を

受
賞
し
ま
し
た
。

歩廊から見える自然とJR飯田線

車道下の歩廊 「そらさんぽ天龍峡」

歩廊の愛称は
「そらさんぽ天龍峡」

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

や
ま
ば
と
い
ろ
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情報発信施設（イメージ）

１５３

１５３

２５６

１５１

自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
天
龍
峡
ＩＣ
の

隣
に
は
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
で
き
、情
報

発
信
施
設
や
ト
イ
レ
、広
場
が
設
置
さ
れ

ま
す
。 パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
ひ
と
休
み

今
回
の
開
通
に
よ
り
、飯
田
山
本
ＩＣ
か
ら
飯

田
上
久
堅
・
喬
木
富
田
ＩＣ
ま
で
つ
な
が
る
た

め
、中
央
自
動
車
道
か
ら
主
に
竜
東
地
区（
下

久
堅
、上
久
堅
、千
代
、龍
江
）に
直
接
ア
ク
セ

ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。通
勤
・
通
学
に
加

え
、観
光
や
企
業
活
動
の
利
便
性
も
高
ま
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
開
通
で
変
わ
る
こ
と

休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ（
電
子
看
板
）や
大
型
模
型
で
飯
田

下
伊
那
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

●
情
報
発
信
施
設
で
地
域
情
報
を
知
ろ
う

広
さ
約
４
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広

場
は
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
で
き

ま
す
。中
央
自
動
車
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

も
良
く
、地
域
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
期

待
で
き
ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
活
用
で
き
る
広
場

天龍峡ＩＣには環状交差点
「ラウンドアバウト」が設置
されます。交通ルールを守
り安全に通行しましょう。り安全に通行しましょう。

ラウンドアバウトの走り方

◉環道を走っている車両が優
先して走ります。

◉環道は時計回りの一方通
行です。反対回りや駐車・
停車、バックをしてはいけま
せん。徐行して進行します。

今
回
の
開
通
で
、飯
喬
道
路
全
線
開
通
に

向
け
て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。飯
喬
道
路
が

開
通
す
る
と
、周
辺
町
村
と
飯
田
市
と
の
新
た

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、地
震
・
豪
雨

な
ど
の
災
害
時
に
お
け
る
交
通
が
強
化
さ
れ

ま
す
。

飯
田
下
伊
那
地
域
で
は
連
続
１
０
０㎜
の
雨

が
降
る
と
通
行
規
制
に
よ
り
飯
田
市
へ
ア
ク
セ

ス
で
き
な
い
町
村
が
あ
り
ま
す
が
、お
お
む
ね

解
消
し
ま
す
。

ま
た
、救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
が
現
場
へ

到
着
す
る
ま
で
の
時
間
が
、大
幅
に
短
縮
さ
れ

る
地
域
も
多
く
あ
り
ま
す
。

今回開通する区間

至 東京

飯田ＩＣ

飯田山本ＩＣ中
央
自
動
車
道至 名古屋

至 名古屋

天龍峡ＩＣ

至 豊橋
千代ＩＣ

龍江ＩＣ

飯
田
富
山
佐
久
間
線

天
竜
川 飯田上久堅・

喬木富田ＩＣ

下
条
米
川
飯
田
線

飯 喬 道 路

氏乗ＩＣ（仮称）

喬木ＩＣ

上
飯
田
線

至 上村

い
い
だ
か
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特集：三遠南信自動車道　天龍峡大橋開通

現道改良区間

整備中
開通区間

青
崩
峠
道
路

飯
喬
道
路
の
全
線
開
通
に
向
け
て
、飯

田
上
久
堅
・
喬
木
富
田
ＩＣ
か
ら
矢
筈
ト
ン

ネ
ル
へ
続
く
喬
木
ＩＣ
間
で
は
、引
き
続
き
工

事
用
道
路
の
整
備
や
ト
ン
ネ
ル
工
な
ど
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、飯
田
市
南
信
濃
と
浜
松
市
天
竜

区
水
窪
の
県
境
に
位
置
す
る
青
崩
峠
道
路

で
は
、青
崩
峠
ト
ン
ネ
ル（
仮
称
）の
本
線

用
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
今
年
３
月
か
ら
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に

よ
り
、南
信
濃
〜
水
窪
間
の
ア
ク
セ
ス
が
約

三
遠
南
信
自
動
車
道

今
後
の
整
備

３０
分
か
ら
約
６
分
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

三
遠
南
信
自
動
車
道
は
、全
線
開
通
す

る
と
飯
田―

浜
松
間
が
２
時
間
と
な
り
、

ま
た
無
料
で
通
行
で
き
る
こ
と
か
ら
、産

業
界
な
ど
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
の
利
便
性
の
向
上
、地
域

の
活
性
化
、県
境
を
越
え
た
交
流
人
口
の

拡
大
、災
害
に
強
い
交
通
の
確
保
な
ど
、

三
遠
南
信
自
動
車
道
整
備
に
よ
る
効
果

を
最
大
限
生
か
せ
る
よ
う
、市
と
し
て
も

引
き
続
き
関
連
す
る
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

三
遠
南
信
自
動
車
道
は
、全
線
開
通
す

浜
松
間
が
２
時
間
と
な
り
、

ま
た
無
料
で
通
行
で
き
る
こ
と
か
ら
、産

業
界
な
ど
か
ら
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

日
常
生
活
で
の
利
便
性
の
向
上
、地
域

の
活
性
化
、県
境
を
越
え
た
交
流
人
口
の

拡
大
、災
害
に
強
い
交
通
の
確
保
な
ど
、

三
遠
南
信
自
動
車
道
整
備
に
よ
る
効
果

を
最
大
限
生
か
せ
る
よ
う
、市
と
し
て
も

引
き
続
き
関
連
す
る
事
業
を
進
め
て
い
き

天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ間開通に先立ち、開通記念プレイベントを開催します。
セレモニーやアトラクションもあります。みんなで開通をお祝いしましょう！

１１月１０日（日） 午前９時３０分～午後３時 ※小雨決行

三遠南信自動車道天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ区間 （メイン会場：天龍峡ＰＡ）

★全体イベント
セレモニー
歩廊の愛称「そらさんぽ天龍峡」命名者の表彰
三代夫婦渡り初め（飯田市産業親善大使参加予定）
ウオーキングイベント（天龍峡ＩＣ－千代ＩＣ－龍江ＩＣ間　片道４ｋｍ）
車道本線・歩廊をウオーキングコースとし、各ＩＣ会場からも入場可能です。

★メイン会場（天龍峡PA）での催し
アトラクション（地元中学校吹奏楽部演奏、獅子舞・地元太鼓など）、地域物産展・ＰＲブース
飯田市ゆるキャラ「とおやま丸」・いいだ人形劇フェスタマスコットキャラクター「ぽぉ」と記念撮影など

★千代会場（千代ＩＣ）、龍江会場（龍江ＩＣ）での催し
果実ジュース振る舞い、御柱木遣り・獅子舞・子ども太鼓披露、地区物産展など

●問い合わせ／国県関連事業課　内線３７６６

今回開通する天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ間の
車道を歩けるのはこの時だけ！！

（プレイベント後は自動車専用道路と　
 なりますので、歩くことはできません。）

あ
お
く
ず
れ
と
う
げ

み
さ
く
ぼ

や
は
ず
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市政の各分野で顕著な功績のあった個人や団体を表彰する
市政功労者表彰式を１０月１日に行い、市長から表彰状、感謝状を贈りました。

（当日の式典にご出席いただいた皆さま）
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受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を

　
　述
べ
ら
れ
る
横
田
盛

さ
ん

※敬称略、順不同

※敬称略、順不同

小 林 正 佳
古 川 光 亮
福 澤 　 清
湊 猛
湯 澤 啓 次
吉 澤 之 榮
松村由美子
鈴 木 宏 和
内 山 慶 子
小木 清一
山 﨑 昭 文
小 坂 　 秀
横 田 盛

……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……

飯田市教育委員会の委員を永年務められた
南常盤町自治会長を永年務められた
飯田市議会の議員を永年務められた
飯田市議会の議員を永年務められた
飯田市議会の議員を永年務められた
羽場地域協議会の委員を永年務められた
飯田市福祉委員を永年務められた
飯田市農業振興地域整備推進審議会の委員を永年務められた
飯田市青少年育成推進委員を永年務められた
飯田市四区財産区の議員を永年務められた
飯田市消防委員会の委員を永年務められた
学校医を永年務められた
国際交流・多文化共生の推進に務められた

株式会社飯田ケーブルテレビ  ……  教育および防災のための寄附
キノシタ開発株式会社  ……  教育振興のための寄附
近 藤 敦 子  ……  文化振興のための寄附
有限会社ＳＡＮＡＡ事務所  ……  小笠原資料館修繕のための寄附
澤 栁 宗 正  ……  文化振興のための寄附
塩尻鉄工株式会社  ……  教育振興のための寄附
丹阿弥丹波子  ……  文化振興のための寄附
野原ホールディングス株式会社  ……  教育振興のための寄附
特定非営利活動法人飯伊学生防犯対策支援協会  ……  防犯対策向上のための寄附
古 川 成 則  ……  三穂地区振興のための寄附
ミナト光学工業株式会社  ……  教育振興のための寄附
名北工業株式会社  ……  産業振興のための寄附
綿半ホールディングス株式会社  ……  教育振興のための寄附
原 　 　 勉  ……  橋南まちづくり委員会会長を務められた
原 　 修 司  ……  羽場まちづくり委員会会長を務められた
平 沢 　 清  ……  下久堅地区まちづくり委員会会長を務められた
川 手 重 光  ……  千代地区まちづくり委員会会長を務められた
一ノ瀬孝司  ……  龍江地域づくり委員会会長を務められた
橋 本 國 雄  ……  川路まちづくり委員会会長を務められた
今 村 嘉 孝  ……  三穂まちづくり委員会会長を務められた
元 村 両 治  ……  山本地域づくり委員会会長を務められた
牧 英 明  ……  伊賀良まちづくり協議会会長を務められた

北澤良太郎  ……  上村まちづくり委員会会長を務められた
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シャ市市民と交流する龍江地区の方
々

顕彰を受けた企業の皆さん 見学者の質問にも答えながら競技課題をこなす選手たち

子どもから大人まで楽しんだクッブ

パネルディスカッションで身近なエシカルについて考える

竣工式典でのテープカット

新たに開設された「日本の間」で記念撮影

長期にわたって事業を継続している企業を顕彰し、今
後の地域経済のさらなる発展につなげるため、１０月１日
に長寿企業顕彰式典を行いました。地域貢献、伝統継承、
業界発展などに尽力された１２の企業を顕彰しました。
　

１１月に開催される技能五輪全国大会に出場予
定の４人の選手が、９月２６日・２７日に市役所で公開
訓練を行いました。顕微鏡で確認しながらのとても
細かい作業に、選手の高い技能がうかがえました。

「シャルルヴィル・メジェール通り」が
ある龍江地区や飯田フランス協会を中
心とした有志による訪問ツアー実行委
員会が、フランスのシャルルヴィル・メ
ジェール市を９月２６日に訪問しました。
シャ市市内にある「ＩＩＤＡ通り」では、
子どもたちをはじめとしたシャ市市民と
交流しました。また、新たに設置された
「日本の間」の開設式にも出席。飯田の
水引や風景写真で飾られた部屋で開
設をお祝いし、親睦を深めました。

１０月５日、飯田市総合運動場改修工事
竣工式典およびリニューアル記念イベント
「市民交流スポーツ祭」が行われました。
改修工事では、トラックのウレタン舗装

の改修やフィールド部分の拡幅工事を実
施。併せて飯田市体育協会が中心となり、
競技団体や地元市民が協力して芝生グラ
ウンドの張り替えを実施しました。
式典後のスポーツ祭では、参加者は

クッブやスラックラインなどのニュース
ポーツを楽しみました。

９月２９日にエシカルシンポジウムが開催されまし
た。パネルディスカッションや、共同開催のエシカル・マ
ルシェでの買い物などを通して、「人にも地球にもそし
て環境にも優しい消費」を意味する「エシカル消費」
について学ぶ機会となりました。

共同開催のエシカル・マルシェには下伊那農業高校も出店

市民同士が交流

「エシカル」を意識して

シャルルヴィル・メジェール市友好訪問総合運動場改修完了、スポーツ祭

エシカルシンポジウム
長寿企業顕彰式典
１２の企業を顕彰

技能五輪全国大会出場選手
市役所で公開訓練

新しい運動場をお披露目

［広報いいだ］２０１９.１１.１ 8
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市 

長

　牧
野
光
朗

大工になるには

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

補
聴
器
は
普
通
の
会
話
が
聞

き
取
り
に
く
く
な
っ
た
時
に
、

聞
き
取
り
や
す
く
す
る
た
め
の

医
療
機
器
で
す
。
小
さ
な
声
を

拡
大
し
て
聞
く
た
め
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
自
身
や
家
族
に
補
聴
器

が
必
要
か
、
効
果
が
あ
る
か
を

医
師
の
診
察
を
受
け
ず
に
正
確

に
決
め
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

日
常
の
音
に
対
す
る
生
活
環
境
、

会
話
環
境
、
聴
力
検
査
の
結
果

な
ど
を
総
合
し
て
判
断
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
で
は
、

学
会
認
定
の
補
聴
器
相
談
医
の

診
察
を
受
け
て
、
補
聴
器
装
用

の
可
否
を
決
め
る
よ
う
に
推
奨

し
て
い
ま
す
。

補
聴
器
の
形
態
に
は
、
主
に

箱
型
、
耳
掛
け
型
、
耳
穴
型
が

あ
り
ま
す
。
耳
穴
型
は
最
も
多

く
使
わ
れ
て
お
り
、
運
動
に
適

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
眼
鏡
を

か
け
る
と
き
の
邪
魔
に
な
ら
な

い
、
目
立
ち
に
く
い
な
ど
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。
欠
点
と
し
て

は
、
装
置
が
小
さ
い
た
め
、
音

量
調
節
な
ど
の
操
作
が
し
に
く

い
、
価
格
が
高
い
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
耳
掛
け
型
は
比
較
的
目

立
ち
に
く
く
、
軽
度
難
聴
者
か

ら
高
度
難
聴
者
ま
で
適
応
が
あ

り
ま
す
が
、
眼
鏡
が
か
け
に
く

い
な
ど
の
欠
点
も
あ
り
ま
す
。

箱
型
も
軽
度
難
聴
者
か
ら
高
度

難
聴
者
ま
で
幅
広
い
適
応
が
あ

り
、
大
き
い
の
で
操
作
性
が
良

く
、
値
段
が
安
い
な
ど
の
利
点

が
あ
り
ま
す
。
欠
点
と
し
て
は
、

大
き
く
目
立
ち
や
す
い
、
コ
ー

ド
が
邪
魔
に
な
る
こ
と
で
す
。

補
聴
器
の
価
格
に
は
大
き
な

開
き
が
あ
り
、
高
け
れ
ば
良
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
師
の
正
し
い
方
針
と
そ
れ
に

従
っ
た
補
聴
器
技
能
者
の
調
整

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
生
活
に

必
要
な
機
能
を
備
え
た
補
聴
器

を
購
入
し
、
補
聴
器
技
能
者
に

正
し
く
調
整
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
補
聴
器
は
安
い

機
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

き
ち
ん
と
調
整
し
て
上
手
に
使

い
こ
な
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

補
聴
器
を
上
手
に
使
え
て
い
ま
す
か
？

先月の 三浦啓祐 さん（山本）からのリレー

͍
͠
͸
Β

り

石
原
依
理
子
さ
ん
（
伊
賀
良
）

そ
の
１７８

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
先
進
地
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
地
方
に
息
づ
く
地
場
産
業

　
９
月
下
旬
、欧
州
に
出
張

し
ま
し
た
。シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ

ル・メ
ジ
ェ
ー
ル
市
に
お
け
る

市
民
交
流
や
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ

総
会
な
ど
に
つ
い
て
は
代
田

教
育
長
が
南
信
州
新
聞
紙
上

で
詳
し
く
レ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
た
の
で
、当
欄
で
は
ス
ペ
イ

ン・バ
ス
ク
地
方
の
視
察
に
つ

い
て
触
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
入
り
す
る
前
に

当
地
方
を
回
り
、昨
年
の
Ａ

Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
飯
田
総
会
に
ご

出
席
い
た
だ
い
た
ト
ロ
ー
サ

市
の
オ
ラ
ッ
ツ・ペ
オ
ン
市
長

を
表
敬
し
、先
進
地
と
し
て

知
ら
れ
る
ビ
ル
バ
オ
市
の
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
な
ど
を
視

察
し
た
の
で
す
が
、私
が
最

も
驚
い
た
の
は
ト
ロ
ー
サ
市

に
あ
る
エ
ロ
セ
ギ
社
の
ベ

レ
ー
帽
工
場
で
し
た
。こ
こ
で

は
最
新
鋭
の
日
本
メ
ー
カ
ー

の
編
み
機
と
共
に
、１
８
５
８

年
創
業
時
に
設
置
し
た
編
み

機
が
１
６
０
年
稼
働
し
続

け
、今
な
お
現
役
で
し
た
。

「
当
社
は
古
い
も
の
で
も
新
し

い
も
の
で
も
使
え
る
も
の
は

全
て
使
う
の
で
す
」と
の
ア
ス

テ
ィ
ガ
ラ
ガ
役
員
の
言
葉
に
、

軽
工
業
で
あ
っ
て
も
生
き

残
っ
て
き
た
同
社
の
ブ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
核
心
を
見
た

思
い
で
し
た
。同
時
に
、フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
駐
在
時
に
お
会

い
し
た
高
名
な
経
済
学
者
の

宇
沢
弘
文
先
生
が
当
地
を
訪

れ
た
後
、エ
ロ
セ
ギ
の
赤
い
ベ

レ
ー
帽
を
愛
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

私
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
は
、
娘

と
始
め
た
和
太
鼓
で
す
。

１０
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
が
、
力
い

っ
ぱ
い
太
鼓
を
打
つ
快
感
、
大
き
な
声

を
出
し
て
ス
ト
レ
ス
発
散
。
全
身
を
使

う
の
で
運
動
に
も
な
り
ま
す
。

春
祭
り
で
は
桜
の
下
で
演
奏
で
き
、

夏
祭
り
で
は
花
火
を
見
な
が
ら
演
奏
。

お
客
さ
ま
の
前
で
演
奏
す
る
の
は
緊
張

も
し
ま
す
が
、
な
か
な
か
気
持
ち
が
い

い
も
の
で
す
。

衣
装
も
自
分
た
ち
で
考
え
て
手
作
り

す
る
の
で
、
古
着
屋
さ
ん
を
巡
っ
た
り

し
て
ど
ん
な
衣
装
に
し
よ
う
か
と
考
え

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

飯
田
下
伊
那
は
獅
子
舞
や
お
祭
り
が

盛
ん
な
地
域
で
す
。
３
年
後
の
お
練
り

祭
り
に
向
け
て
が
ん
ば
る
ぞ
ー
！！

まえしま ゆうと

前島悠人 さん
（丸山小６年）

ぼくの将来の夢は大工になることです。
ぼくはゲームの「マインクラフト」が好
きです。ゲームの世界で大きな家を想像し
て造る中で、その家を現実でも木で造りた
いと思ったからです。また、学校から帰る
時に大工さんが仕事をするところをよく見
ます。大きなトンカチで大きな音をたてて作業する姿がかっこ
いいと思い、ぼくもその仕事をやってみたいと思いました。
この夢を実現するために、勉強をしっかりやり、体力をつけ、
人の役に立てる大工になりたいです。

つかもと こうじ
市立病院　耳鼻咽喉科

塚本耕二  医師

͜

Α

私は黒いベレー帽を
かぶってみました

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私は、今までにいくつかのフィールド
スタディへ参加してきました。フィールド
スタディでは、大学生と地元の高校生が
一緒になり、３日間程度かけて飯田市に
ついて学習します。実際に現地へ行っ
て調査するのでより深く学ぶことができ
ます。最初はとても緊張していたので
すが、調査していく中で他の参加者た
ちと一緒に行動することで、最終日にな
るころには自分から積極的に話しかけら
れるようになっていました。
フィールドスタディへ参加したことで、
今まで知らなかった飯田市の魅力をたく
さん学ぶことができました。例えば、自
分が思っていたよりも人と人のつながり
が深いことなどです。そして、普段関
わることができない大学生の方々と接す
ることで、高校生にはない大学生らしい
発想や観点に触れることができたり、大
学生活の様子を実際にお聞きしたりする
ことができました。
今後もフィールドスタディや他のイベ

ントなどにどんどん参加していきたいで
す。

発表会にご参加いただいた皆さん

フィールドスタディ
へ参加して

伊坪 星奈
下伊那農業高校食品化学科３年

　
いつぼ せいな

地元高校生編地元高校生編

番外編
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し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
眼
鏡
を

か
け
る
と
き
の
邪
魔
に
な
ら
な

い
、
目
立
ち
に
く
い
な
ど
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。
欠
点
と
し
て

は
、
装
置
が
小
さ
い
た
め
、
音

量
調
節
な
ど
の
操
作
が
し
に
く

い
、
価
格
が
高
い
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
耳
掛
け
型
は
比
較
的
目

立
ち
に
く
く
、
軽
度
難
聴
者
か

ら
高
度
難
聴
者
ま
で
適
応
が
あ

り
ま
す
が
、
眼
鏡
が
か
け
に
く

い
な
ど
の
欠
点
も
あ
り
ま
す
。

箱
型
も
軽
度
難
聴
者
か
ら
高
度

難
聴
者
ま
で
幅
広
い
適
応
が
あ

り
、
大
き
い
の
で
操
作
性
が
良

く
、
値
段
が
安
い
な
ど
の
利
点

が
あ
り
ま
す
。
欠
点
と
し
て
は
、

大
き
く
目
立
ち
や
す
い
、
コ
ー

ド
が
邪
魔
に
な
る
こ
と
で
す
。

補
聴
器
の
価
格
に
は
大
き
な

開
き
が
あ
り
、
高
け
れ
ば
良
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
師
の
正
し
い
方
針
と
そ
れ
に

従
っ
た
補
聴
器
技
能
者
の
調
整

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
生
活
に

必
要
な
機
能
を
備
え
た
補
聴
器

を
購
入
し
、
補
聴
器
技
能
者
に

正
し
く
調
整
し
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
補
聴
器
は
安
い

機
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

き
ち
ん
と
調
整
し
て
上
手
に
使

い
こ
な
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

補
聴
器
を
上
手
に
使
え
て
い
ま
す
か
？

先月の 三浦啓祐 さん（山本）からのリレー

͍
͠
͸
Β

り

石
原
依
理
子
さ
ん
（
伊
賀
良
）

そ
の
１７８

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
先
進
地
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
地
方
に
息
づ
く
地
場
産
業

　
９
月
下
旬
、欧
州
に
出
張

し
ま
し
た
。シ
ャ
ル
ル
ヴ
ィ

ル・メ
ジ
ェ
ー
ル
市
に
お
け
る

市
民
交
流
や
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ

総
会
な
ど
に
つ
い
て
は
代
田

教
育
長
が
南
信
州
新
聞
紙
上

で
詳
し
く
レ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
た
の
で
、当
欄
で
は
ス
ペ
イ

ン・バ
ス
ク
地
方
の
視
察
に
つ

い
て
触
れ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
入
り
す
る
前
に

当
地
方
を
回
り
、昨
年
の
Ａ

Ｖ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
飯
田
総
会
に
ご

出
席
い
た
だ
い
た
ト
ロ
ー
サ

市
の
オ
ラ
ッ
ツ・ペ
オ
ン
市
長

を
表
敬
し
、先
進
地
と
し
て

知
ら
れ
る
ビ
ル
バ
オ
市
の
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
な
ど
を
視

察
し
た
の
で
す
が
、私
が
最

も
驚
い
た
の
は
ト
ロ
ー
サ
市

に
あ
る
エ
ロ
セ
ギ
社
の
ベ

レ
ー
帽
工
場
で
し
た
。こ
こ
で

は
最
新
鋭
の
日
本
メ
ー
カ
ー

の
編
み
機
と
共
に
、１
８
５
８

年
創
業
時
に
設
置
し
た
編
み

機
が
１
６
０
年
稼
働
し
続

け
、今
な
お
現
役
で
し
た
。

「
当
社
は
古
い
も
の
で
も
新
し

い
も
の
で
も
使
え
る
も
の
は

全
て
使
う
の
で
す
」と
の
ア
ス

テ
ィ
ガ
ラ
ガ
役
員
の
言
葉
に
、

軽
工
業
で
あ
っ
て
も
生
き

残
っ
て
き
た
同
社
の
ブ
ラ
ン

ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
核
心
を
見
た

思
い
で
し
た
。同
時
に
、フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
駐
在
時
に
お
会

い
し
た
高
名
な
経
済
学
者
の

宇
沢
弘
文
先
生
が
当
地
を
訪

れ
た
後
、エ
ロ
セ
ギ
の
赤
い
ベ

レ
ー
帽
を
愛
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

私
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
は
、
娘

と
始
め
た
和
太
鼓
で
す
。

１０
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
が
、
力
い

っ
ぱ
い
太
鼓
を
打
つ
快
感
、
大
き
な
声

を
出
し
て
ス
ト
レ
ス
発
散
。
全
身
を
使

う
の
で
運
動
に
も
な
り
ま
す
。

春
祭
り
で
は
桜
の
下
で
演
奏
で
き
、

夏
祭
り
で
は
花
火
を
見
な
が
ら
演
奏
。

お
客
さ
ま
の
前
で
演
奏
す
る
の
は
緊
張

も
し
ま
す
が
、
な
か
な
か
気
持
ち
が
い

い
も
の
で
す
。

衣
装
も
自
分
た
ち
で
考
え
て
手
作
り

す
る
の
で
、
古
着
屋
さ
ん
を
巡
っ
た
り

し
て
ど
ん
な
衣
装
に
し
よ
う
か
と
考
え

る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

飯
田
下
伊
那
は
獅
子
舞
や
お
祭
り
が

盛
ん
な
地
域
で
す
。
３
年
後
の
お
練
り

祭
り
に
向
け
て
が
ん
ば
る
ぞ
ー
！！

まえしま ゆうと

前島悠人 さん
（丸山小６年）

ぼくの将来の夢は大工になることです。
ぼくはゲームの「マインクラフト」が好
きです。ゲームの世界で大きな家を想像し
て造る中で、その家を現実でも木で造りた
いと思ったからです。また、学校から帰る
時に大工さんが仕事をするところをよく見
ます。大きなトンカチで大きな音をたてて作業する姿がかっこ
いいと思い、ぼくもその仕事をやってみたいと思いました。
この夢を実現するために、勉強をしっかりやり、体力をつけ、
人の役に立てる大工になりたいです。

つかもと こうじ
市立病院　耳鼻咽喉科

塚本耕二  医師

͜

Α

私は黒いベレー帽を
かぶってみました

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私は、今までにいくつかのフィールド
スタディへ参加してきました。フィールド
スタディでは、大学生と地元の高校生が
一緒になり、３日間程度かけて飯田市に
ついて学習します。実際に現地へ行っ
て調査するのでより深く学ぶことができ
ます。最初はとても緊張していたので
すが、調査していく中で他の参加者た
ちと一緒に行動することで、最終日にな
るころには自分から積極的に話しかけら
れるようになっていました。
フィールドスタディへ参加したことで、
今まで知らなかった飯田市の魅力をたく
さん学ぶことができました。例えば、自
分が思っていたよりも人と人のつながり
が深いことなどです。そして、普段関
わることができない大学生の方々と接す
ることで、高校生にはない大学生らしい
発想や観点に触れることができたり、大
学生活の様子を実際にお聞きしたりする
ことができました。
今後もフィールドスタディや他のイベ

ントなどにどんどん参加していきたいで
す。

発表会にご参加いただいた皆さん

フィールドスタディ
へ参加して

伊坪 星奈
下伊那農業高校食品化学科３年

　
いつぼ せいな

地元高校生編地元高校生編

番外編
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［広報いいだ］２０１9.11.1 12

特
定
健
診
（
メ
タ
ボ
健

診
）
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
特
定
健
診
は
国
が
年
１
回
の

受
診
を
定
め
た
健
康
診
断
で
す
。

自
覚
症
状
が
な
い
だ
け
で
健
康

と
判
断
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

自
分
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る

機
会
を
逃
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

平
成
３１
年
４
月
１
日
以
前
か

ら
飯
田
市
国
保
に
加
入
さ
れ

て
い
る
４０
〜
７４
歳
（
昭
和
２０

年
４
月
１
日
〜
５５
年
３
月
３１

日
生
ま
れ
）
の
方
で
、
今
年

度
特
定
健
診
（
集
団
健
診
、

個
別
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
）
を
受
診
し
て
い
な
い
方
。

▼
受
診
期
限

　
令
和
２
年
３
月
３１
日
㈫

※
早
め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま

す
。

▼
実
施
場
所

　
飯
田
下
伊
那
６６
医
療
機
関

▼
内
容

身
体
計
測
、
血
液
検
査
、
尿

検
査
、
診
察
な
ど

▼
受
診
方
法

６
月
に
お
届
け
し
た
「
特
定

健
診
の
ご
案
内
」
を
ご
確
認

の
上
、
電
話
に
て
医
療
機
関

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課　
健
康
推
進
係

　
特
定
健
診
担
当

　
内
線
５
５
１
４

児
童
扶
養
手
当

１１
月
期
支
給
日

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。
８
月
〜
１０
月
分
を
申

請
さ
れ
た
口
座
へ
お
振
り
込
み

し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
対
象

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
（
ひ

と
り
親
家
庭
と
し
て
申
請
し
、

登
録
さ
れ
て
い
る
方
）　

▼
支
給
日

　
１１
月
１１
日
㈪

※
１１
月
分
以
降
の
手
当
金
額
を

市
議
会
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　
飯
田
市
議
会
第
４
回
定
例
会

が
開
会
し
ま
す
。

　
市
議
会
で
は
、
条
例
や
予
算

な
ど
の
議
案
、
請
願
、
陳
情
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
す
。
本
会
議
、

委
員
会
と
も
ど
な
た
で
も
自
由

に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

　
今
議
会
で
は
、
年
に
一
度
の

各
会
派
に
よ
る
代
表
質
問
も
行

わ
れ
ま
す
。

　
市
政
運
営
や
議
会
活
動
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好

の
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
の

主
な
日
程

○
開
会

　
１１
月
２５
日
㈪

○
予
算
決
算
委
員
会

　
（
前
期
全
体
会
）

　
１１
月
２５
日
㈪

○
代
表
質
問

　
１２
月
４
日
㈬
・
５
日
㈭

○
一
般
質
問

　
１２
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮

（
質
問
内
容
は
１１
月
２７
日
㈬

午
後
以
降
に
飯
田
市
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。）

○
総
務
委
員
会

　
１２
月
１０
日
㈫

○
社
会
文
教
委
員
会

　
１２
月
１１
日
㈬

○
産
業
建
設
委
員
会

　
１２
月
１２
日
㈭

○
リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

　
１２
月
１６
日
㈪

○
予
算
決
算
委
員
会

　
（
後
期
全
体
会
）

　
１２
月
１８
日
㈬

○
閉
会　
１２
月
１８
日
㈬

※
開
会
時
刻
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
が
、

団
体
な
ど
大
勢
で
の
傍
聴
の

際
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
小
中
学
校
な
ど
の
傍
聴
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
議
会
事
務
局

　
内
線
５
６
１
１

飯
田
市
議
会

計
算
す
る
た
め
に
は
、「
現

況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

該
当
の
方
に
は
案
内
の
通
知

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
家
庭
係

　
内
線
５
７
３
８



１１月２６日㈫ １４：００～
　16：00

飯田商工会議所
遠山郷支所

営業
不動産

１１月２８日㈭ １４：００～
　16：00

飯田商工会館1階
商店街交流ホール

営業
不動産

１２月４日㈬ １４：００～
　16：00

飯田商工会館１階
商店街交流ホール

営業
不動産

１２月１０日㈫ １0：００～
　12：00

ＪＡみなみ信州本所1階
みなみちゃんホール 農業

期日 時間 場所 対象所得
所得税青色申告決算説明会

夜間入会相談会開催 １１/１３㈬ 午後５時３０分～６時３０分 鼎自治振興センター２階
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所
得
税
青
色
申
告
決
算

説
明
会

　
飯
田
税
務
署
で
は
、
所
得
税

青
色
申
告
決
算
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
消
費
税
軽
減
税
率
制

度
に
つ
い
て
の
説
明
（
３０
分
程

度
）
も
行
い
ま
す
。

▼
日
程　
左
表
の
と
お
り

※
飯
田
市
以
外
の
日
程
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
税
務
署

　
個
人
課
税
第
一
部
門

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
１
６
７

運
転
免
許
自
主
返
納
者

支
援
制
度

　
運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ

た
方
に
、
バ
ス
ま
た
は
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
回
数
券
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

▼
対
象

平
成
２６
年
２
月
３
日
以
降
に

免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

▼
交
付
回
数
券

○
高
齢
者
（
６５
歳
以
上
）

　
1
0
0
円
券
×
３９
枚

○
そ
の
他
（
６５
歳
未
満
）

　
1
0
0
円
券
×
３６
枚

▼
申
請
方
法

返
納
時
に
警
察
署
か
ら
配
布

さ
れ
る
「
飯
田
市
域
公
共
交

通
運
転
免
許
自
主
返
納
者
支

援
制
度
に
よ
る
バ
ス
・
乗
合

タ
ク
シ
ー
回
数
券
交
付
申
請

書
」
に
、
警
察
署
が
発
行
す

る
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許

の
取
消
通
知
書
」
の
写
し
を

添
付
し
て
、
市
役
所
リ
ニ
ア

推
進
課
ま
た
は
各
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
へ
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

※
申
請
回
数
は
1
人
1
回
で
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
リ
ニ
ア
推
進
課

　
内
線
３
３
１
３

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

　
暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別

や
加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄
を

問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
、
売
買
春
、
人
身
取
引
、

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に

対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成
し

て
い
く
上
で
克
服
す
べ
き
重
要

な
課
題
で
す
。

　
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
底

に
は
、
女
性
の
人
権
の
軽
視
が

あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
家
庭
、

地
域
、
職
場
で
、
す
べ
て
の
人

の
人
権
を
尊
重
す
る
風
土
を
作

る
よ
う
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
期
間

　
１１
月
１２
日
㈫
〜
２５
日
㈪

▼
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国

際
日

　
１１
月
２５
日
㈪

▼
問
い
合
わ
せ

　
男
女
共
同
参
画
課

　
男
女
共
同
参
画
係

　
内
線
５
４
５
２

り
ん
ご
並
木

収
穫
を
祝
う
会

　
飯
田
東
中
学
校
の
生
徒
と
市

民
の
皆
さ
ん
が
共
に
り
ん
ご
の

収
穫
作
業
な
ど
を
行
い
、
収
穫

を
祝
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら

収
穫
の
喜
び
を
わ
か
ち
あ
い
ま

し
ょ
う
。

　
作
業
が
初
め
て
の
方
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

　
市
民
の
皆
さ
ん

▼
日
時

　
１１
月
１４
日
㈭

　
午
後
２
時
１０
分
〜
４
時

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は

翌
日
１５
日
㈮
に
延
期
し
ま
す
。

▼
場
所

○
集
合

　
り
ん
ご
並
木
エ
コ
ハ
ウ
ス
前

○
収
穫
作
業

　
り
ん
ご
並
木
各
ブ
ロ
ッ
ク

▼
服
装
・
持
ち
物

作
業
が
で
き
る
服
装
、
軍
手
、

ビ
ニ
ー
ル
袋

▼
問
い
合
わ
せ

○
飯
田
東
中
学
校

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
４
８
０

○
学
校
教
育
課

　
内
線
３
７
１
４
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２０
回
目
を
迎
え
る
現
代
の
創

造
展
に
併
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
全

て
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。

▼
ジ
ャ
ズ
演
奏
会

飯
田
市
出
身
の
サ
ッ
ク
ス
奏

者
鎌
倉
淳あ

つ
しさ
ん
の
カ
ル
テ
ッ

ト
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏
会
で

す
。
美
術
博
物
館
の
展
示
観

覧
券
が
必
要
で
す
。

○
出
演

鎌
倉
淳（
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）

N
ori O

chiai（
ピ
ア
ノ
）

高
木
遊ゆ
う
ま馬（
バ
ス
）

Jun Saito

（
ド
ラ
ム
ス
）　

○
日
時

　
１１
月
１７
日
㈰

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
１０
分

○
場
所

　
美
術
博
物
館
ロ
ビ
ー

▼
記
念
講
演
会

飯
田
高
校
を
卒
業
し
、
世
界

的
に
活
躍
す
る
建
築
家
北
川

原
温
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演

会
で
す
。
聴
講
無
料
で
す
。

○
演
題

「
今
も
建
築
が
大
好
き
な
少

年
の
よ
う
に
」

○
日
時

　
１１
月
１７
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

○
場
所

　
追
手
町
小
学
校
講
堂

○
講
師

　
北き

た
が
わ
ら
あ
つ
し

川
原
温
さ
ん

（
北
川
原
温
建
築
都
市
研
究

所
主
宰
、
東
京
藝
術
大
学
名

誉
教
授
）

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

木
ぎ
れ
を
使
っ
て
工
作
を
楽

し
み
ま
す
。

○
テ
ー
マ

木
片
で
つ
く
る
ド
リ
ー
ム
カ

ー
と
不
思
議
な
オ
ブ
ジ
ェ

○
対
象

　
小
学
生
以
上

○
日
時

１１
月
２４
日
㈰
ま
た
は

１２
月
１
日
㈰

両
日
と
も
午
前
１０
時
〜
正
午

○
場
所

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

○
講
師

　
水
上
雅
彦
さ
ん

　
（
木
工
作
家
）

○
定
員　
各
日
５０
人

○
受
講
料

　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
・
フ
リ

ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

出
品
作
家
自
身
が
作
品
の
前

で
制
作
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
美
術
博
物
館
の
展
示

観
覧
券
が
必
要
で
す
。

○
日
時（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）

１１
月
２４
日
㈰
、
１２
月
１
日
㈰

両
日
と
も
午
後
１
時
３０
分
〜

２
時
３０
分

※
フ
リ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
終
了

後
に
行
い
ま
す
。　
　
　

○
場
所

　
美
術
博
物
館
ロ
ビ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

第
２０
回
記
念
現
代
の
創

造
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

　
安
心
で
豊
か
な
老
後
生
活
を

送
る
た
め
に
、
農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当

し
て
い
る
方

○
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方

○
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
（
保
険
料
納
付
免
除
者
を

県
内
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が
１０

月
４
日
か
ら
時
間
額
８
４
８
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
ぜ
ひ
賃
金
を
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
賃
金
の
引
き
上
げ
に

向
け
た
中
小
企
業
へ
の
助
成
金

等
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
０
２
６（
２
２
３
）０
５
５
５

○
飯
田
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
２
６
５（
２
２
）２
６
３
５

除
く
）
の
方

○
農
業
に
年
間
６０
日
以
上
従
事

す
る
方

▼
農
業
者
年
金
の
特
徴

○
積
み
立
て
た
保
険
料
を
老
後

に
受
け
取
れ
る
積
立
方
式

○
保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
の
間
で
自
由
に

設
定
可
能
（
千
円
単
位
）

○
終
身
年
金

○
保
険
料
は
全
額
が
所
得
税
な

ど
の
社
会
保
険
料
控
除
対
象

※
加
入
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
内
線
４
８
１
３
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プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

１１
月
２３
日
特
別
投
影

　
勤
労
感
謝
の
日
、
日
ご
ろ
お

仕
事
で
お
疲
れ
の
皆
さ
ん
、
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
ぐ
っ
す
り
眠

っ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ
ん

か
。
お
気
に
入
り
の
枕
や
ブ
ラ

ン
ケ
ッ
ト
な
ど
も
持
ち
込
み
可

能
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
企
画
は
、
全
国

一
斉
「
熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ

ム
」
参
加
企
画
で
す
。

▼
テ
ー
マ

ア
ロ
マ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

「
ぐ
っ
す
り
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
」

▼
日
時

　
１１
月
２３
日
㈷

　
午
後
４
時
〜
５
時

▼
場
所

　
美
術
博
物
館

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

▼
定
員

　
９０
人
（
当
日
先
着
順
）

▼
参
加
費

　
一
般　
　
２
５
０
円

　
高
校
生　
１
５
０
円

　
小
中
学
生　
　
５０
円

※
年
齢
制
限
は
設
け
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
投
影
の
性
質
上
、

　
約
１
時
間
静
か
に
ご
覧
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　
飯
田
広
域
消
防
本
部
が
「
消

防
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
触
れ
合

い
を
通
じ
て
、
次
世
代
を
担
う

お
子
さ
ん
の
防
災
の
心
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

見
て
、
体
験
し
て
、
楽
し
め
る

企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
！
お
子

さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
、
消
防
や

防
災
の
世
界
を
身
近
に
感
じ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

　
１１
月
１６
日
㈯

　
午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
２０
分

　
（
雨
天
中
止
）

※
天
候
不
良
に
よ
る
開
催
可
否

の
最
終
判
断
は
、
当
日
午
前

７
時
に
行
い
、
そ
の
結
果
を

飯
田
広
域
消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

▼
場
所

飯
田
運
動
公
園
ア
ク
ア
パ
ー

ク
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
駐
車
場
内

▼
参
加
費　
無
料

▼
ブ
ー
ス
内
容

防
災
、
火
災
、
救
急
、
救
助

の
エ
リ
ア
内
に
設
置
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
を
楽
し

み
な
が
ら
体
験
で
き
ま
す
。

煙
ハ
ウ
ス
の
中
を
安
全
に
移

動
す
る
煙
体
験
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
訓
練
キ
ッ
ト
を
使

っ
た
応
急
手
当
体
験
な
ど
あ

り
ま
す
（
予
告
な
く
内
容
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）。

▼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

受
付
で
配
布
す
る
カ
ー
ド
に

ブ
ー
ス
ご
と
の
ス
タ
ン
プ
を

集
め
る
と
、
お
帰
り
の
際
に

受
付
に
て
景
品
を
お
受
け
取

り
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
広
域
消
防
本
部

　
警
防
課

☎
０
２
６
５（
２
３
）６
０
０
１

消
防
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９
秋

飯
田
広
域
消
防
本
部

第
１
回
に
じ
い
ろ
雲
の

コ
ン
サ
ー
ト

　
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
世
界
寺

子
屋
運
動
３０
周
年
を
記
念
し
、

伊
那
谷
出
身
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク

奏
者
ユ
ニ
ッ
ト
「
ポ
ゥ
タ
４
」

に
よ
る
寺
子
屋
運
動
へ
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

▼
出
演

　
ポ
ゥ
タ
４

　
浦
野
純
子（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
田
中
和
美（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

　
飯
島
瀬
里
香（
チ
ェ
ロ
）

　
日
下
部
か
お
り（
ピ
ア
ノ
）

▼
日
時

　
１１
月
３０
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時

　
（
開
場
／
午
後
１
時
３０
分
）

▼
場
所　
飯
田
市
公
民
館　

▼
入
場
料

○
前
売
り

　
一
般　
２
０
０
０
円

　
学
生　
１
０
０
０
円

○
当
日

　
一
般　
２
５
０
０
円

　
学
生　
１
５
０
０
円

▼
前
売
り
券
取
扱
場
所

平
安
堂
飯
田
店
・
座
光
寺
店
、

キ
ッ
チ
ン
か
の
ん
、
飯
田
市

公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会

☎
０
８
０（
１
０
３
８
）０
６
７
２

第
２２
回
勤
労
者
ま
つ
り

　
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ

ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
１１
月
２３
日
㈷

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
３０
分

▼
場
所

　
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
東
栄
町
３
１
０
８
―
１
）

※
会
場
へ
は
、
愛
宕
神
社
前

「
市
役
所
職
員
駐
車
場
」
発

着
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
内
容

親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室
、

き
み
の
家
を
つ
く
ろ
う
（
設

計
体
験
）、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、
そ

ば
打
ち
体
験
教
室
、
消
火
器

体
験
、
刃
物
研
ぎ
実
演
、
将

棋
、
豚
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
コ

ー
ナ
ー
な
ど

※
詳
細
は
、
勤
労
者
ま
つ
り
の

チ
ラ
シ
ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

勤
労
者
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）

☎
０
２
６
５（
５
３
）６
０
７
８

勤
労
者
ま
つ
り
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シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

年
賀
状
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
入
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
年
賀
状
を
作
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
年
賀
状
作
成
の

幅
が
広
が
り
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
で
、

文
字
を
入
力
す
る
こ
と
が
で

き
る
程
度
の
パ
ソ
コ
ン
経
験

が
あ
る
方

▼
日
時

○
１１
月
２１
日
㈭
、
１２
月
３
日
㈫

・
５
日
㈭
・
１０
日
㈫

　
午
前
９
時
〜
正
午

○
１１
月
２６
日
㈫

　
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

▼
内
容

画
像
を
入
れ
て
年
賀
状
の
文

面
を
作
成
し
、
デ
ー
タ
を
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

※
印
刷
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
写
真
を
使
い
た
い
方
は
、

　
デ
ー
タ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
受
講
料

　
一
回
あ
た
り
３
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
・
保
存
用
Ｕ

Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
代
込
み
）

▼
定
員

各
回
１０
人

（
最
少
開
講
人
数
３
人
）

▼
申
込
方
法

ご
希
望
の
日
を
選
ん
だ
上
で
、

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

※
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込

め
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み

の
際
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み

　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

☎
０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
寿
支
援
課

　
内
線
５
７
５
４

歴
史
研
究
所

地
域
史
講
座

　
戦
時
中
の
満
蒙
開
拓
で
は
、

日
本
各
地
か
ら
「
分
村
移
民
」

が
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
敗
戦

後
に
は
、
集
団
自
決
・
残
留
孤

児
な
ど
の
悲
劇
と
と
も
に
「
引

揚
げ
」
と
い
う
膨
大
な
人
の
移

動
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
川
路
地
区
（
旧
川
路
村
）
な

ど
下
伊
那
地
方
の
事
例
や
他
県

の
事
例
を
取
り
上
げ
、
満
蒙
開

拓
団
送
出
と
引
揚
者
救
済
の
特

質
や
今
後
の
研
究
課
題
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
う

し
た
歴
史
研
究
の
現
代
的
な
意

味
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ

満
蒙
開
拓
団
送
出
と
引
揚
者

救
済
―
地
域
に
残
さ
れ
た
史

料
を
手
が
か
り
に
―

▼
日
時

　
１１
月
３０
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
所

　
川
路
公
民
館
大
会
議
室

▼
講
師

　
細
谷
亨
さ
ん（
立
命
館
大
学
）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー

　
毎
日
楽
し
く
生
活
す
る
た
め

に
は
、
本
当
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
仕
事
も
や
り

が
い
を
持
っ
て
よ
り
幸
せ
な
人

生
を
送
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
き

っ
と
見
つ
か
り
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
演
題

家
庭
で
も
職
場
で
も
す
ぐ
に

活
か
せ
る
コ
ー
チ
ン
グ
講
座

▼
日
時

　
１１
月
１７
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

　
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

▼
講
師

　
森
田
舞
さ
ん

（
コ
ー
チ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー

長
野
校
校
長
、
社
会
保
険
労

務
士
）

▼
受
講
料

　
無
料

コ
ー
チ
ン
グ
　
男
女
共
同

飯
田
出
張
所

☎
０
２
６
５（
２
２
）２
６
１
３

▼
定
員　
５０
人

▼
申
込
方
法

男
女
共
同
参
画
課
へ
電
話
、

ま
た
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
・
講
演
会
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　
１１
月
１１
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
男
女
共
同
参
画
課

　
内
線
５
４
５
２

▼
受
講
料

　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

く
ら
し
に
役
立
つ

法
律
の
は
な
し

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

る
講
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

少
年
事
件
の
実
際
〜
少
年
法

の
改
正
は
必
要
か
？

▼
日
時

　
１１
月
２６
日
㈫

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

▼
場
所

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
会

議
室

▼
講
師

　
諏
訪
卓
也
さ
ん

（
弁
護
士
法
人
下
平
法
律
事

務
所
弁
護
士
）

▼
申
込
方
法

事
前
に
電
話
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８
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市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
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信
州
自
然
講
座

　
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
で

は
、
南
信
州
の
身
近
な
自
然
と

地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
環

境
保
全
に
関
す
る
研
究
成
果
を

県
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
課
題
を
把
握

す
る
た
め
、
毎
年
度
「
信
州
自

然
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　
１１
月
３０
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
（
開
場
／
午
後
０
時
３０
分
）

▼
場
所

豊
丘
村
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
め
あ
る
て
」

▼
講
演
内
容

⑴
盆
行
事
か
ら
み
た
信
州
の
生

物
多
様
性
の
変
化

⑵
信
州
の
外
来
生
物
と
そ
の
対

策
⑶
長
野
県
に
お
け
る
気
候
変
動

⑷
福
島
本
村
地
籍
の
棚
田
再
生

活
動

⑸
ツ
ツ
ザ
キ
ヤ
マ
ジ
ノ
ギ
ク
の

保
護
活
動

▼
定
員　
１
０
０
人

▼
受
講
料　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
今
回
は
、
入
居
申
し

込
み
や
入
居
順
が
通
常
と
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

１１
月
５
日
㈫
〜
２９
日
㈮

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
飯
田

管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
追
手
町
２
―
６
４
１
―
４７
）

▼
募
集
市
営
住
宅
（
所
在
地
）

　
北
の
原
（
松
尾
常
盤
台
）

　
二
ツ
山
（
山
本
）

　
三
尋
石
（
伊
賀
良
大
瀬
木
）

　
平
林　
（
鼎
切
石
）

　
黒
田　
（
上
郷
黒
田
）

※
申
し
込
み
順
に
審
査
を
行
い
、

入
居
の
可
否
が
決
ま
り
ま
す
。

※
募
集
住
戸
の
間
取
り
、
申
し

込
み
条
件
、
必
要
書
類
な
ど

令
和
元
年
度
第
２
期

自
衛
官
等
募
集

▼
自
衛
官
候
補
生

技
術
と
体
力
を
一
心
に
磨
く

任
期
制
自
衛
官
で
す
。

○
対
象
者

１８
歳
以
上
３３
歳
未
満
の
男
子

○
募
集
締
切

令
和
２
年
２
月
２８
日
㈮

○
試
験
期
日

１２
月
１４
日
㈯
、

令
和
２
年
２
月
８
日
㈯
・
２９

日
㈯
、
３
月
７
日
㈯

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
生
徒

提
携
高
校
卒
業
後
、
陸
上
自

衛
官
に
任
官
さ
れ
ま
す
。

○
推
薦
試
験


対
象
者

中
学
校
卒
業（
見
込
み
含
む
）

１７
歳
未
満
の
男
子
で
学
校
長

が
推
薦
す
る
者


募
集
締
切　
１１
月
２９
日
㈮


試
験
期
日

令
和
２
年
１
月
５
日
㈰
ま
た

は
６
日
㈪
の
指
定
す
る
１
日

○
一
般
試
験


対
象
者

中
学
校
卒
業（
見
込
み
含
む
）

１７
歳
未
満
の
男
子


募
集
締
切

令
和
２
年
１
月
６
日
㈪


一
次
試
験

令
和
２
年
１
月
１８
日
㈯

▼
予
備
自
衛
官
補

知
識
や
技
能
を
活
か
し
、
予

備
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
ま
す
。

○
一
般
試
験
対
象
者

１８
歳
以
上
３４
歳
未
満
の
者

○
技
能
試
験
対
象
者

１８
歳
以
上
５５
歳
未
満
の
者

○
応
募
受
付
期
間

令
和
２
年
１
月
上
旬
〜
４
月

上
旬

○
試
験
期
日

　
令
和
２
年
４
月
中
旬

※
保
有
資
格
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
上
村
、
南
信
濃
地
区
の
市
営

住
宅
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

※
県
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
飯
田

管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
６
５（
４
８
）０
４
６
０

司
法
書
士
に
よ
る

空
き
家
問
題
１
１
０
番

　
も
う
空
き
家
は
放
置
で
き
な

い
！？
空
き
家
に
関
す
る
お
悩
み

を
司
法
書
士
に
無
料
電
話
で
相

談
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　
１２
月
１
日
㈰

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

☎
０
１
２
０（
４
４
８
）７
８
８

※
当
日
の
み
の
専
用
（
臨
時
）

の
番
号
で
す
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議

会☎
０
２
６（
２
３
２
）０
６
９
１

飯
田
出
張
所

☎
０
２
６
５（
２
２
）２
６
１
３

▼
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所

☎
０
２
６（
２
３
９
）１
０
３
１

市
営
住
宅
入
居
者
募
集



相談は無料、秘密は厳守します。
相 談 名 相 談 日 時  間 場  所 問 い 合 わ せ
ポルトガル語
タガログ語・英語
中国語
悩みごと
法律相談●

教育相談
子育て相談
教育支援・就学相談
家庭児童相談
こころの相談日●

一般相談

成年後見相談

毎週火・木曜日
毎週水・金曜日
毎週月・火・木・金曜日
毎週月～金曜日
毎月第３火曜日
毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎月第２月曜日
（水）
（水）

１１月１３日
１１月２７日

毎週月～金曜日

毎月第４木曜日

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日
毎 週 火 曜 日
（受付順）

毎月第２金曜日

毎月第２、
第３日曜日
毎週月～金曜日
（祝日は休み）

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

毎 週 木 曜 日

毎月第４日曜日

１３：００～１７：００
１３：００～１７：００
１３：００～１７：００
 ８：３０～１７：１５
１３：３０～１６：３０
 ８：３０～１７：００

 ８：３０～１７：１５

１３：３０～、１５：００～
１３：００～１５：００
１７：００～１９：００

 ８：３０～１７：１５

１２：３０～１５：００

１２：３０～１５：３０

 ８：３０～１７：１５

 ８：３０～１７：３０

１３：００～１７：００

 ８：３０～１７：３０

 ８：３０～１７：３０

 ９：３０～１７：００

 ８：３０～１７：３０

１０：００～１２：００

１３：００～１５：００

市役所A棟１階
市役所C棟１階
市役所A棟３階

市役所保健センター２階

市役所保健センター２階

飯田勤労者福祉センター

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

さんとぴあ飯田

まいさぽ飯田

いいだ地域包括支援センター
いがら地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
いいだ成年後見支援センター

子育て支援課　内線５７３９
男女共同参画課　内線５４５２
教育相談室　内線３７２１
内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１
保健課保健指導係　内線５３０６

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
産業振興課　☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所　☎０２６５（７６）６８３３

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６０（３４）１０６６
☎０２６５（５３）９４１１
☎０２６５（５３）３１８７

不妊・不育相談●

ジョブカフェいいだ
就活相談●
中小企業経営者のた
めの経営悩み相談●

巡回労働相談　

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

特別相談
（法律的）

法律相談●
（係争中のものは除く）

結婚相談

障がいのある方ま
たはご家族の相談
生活や就労などの
総合的な相談

高齢者の介護予防
や生活の相談

認知症の方や
家族の相談・交流

毎月第２・４水曜日
（４月無し、５月第２水曜日除く）

毎週月～金曜日
（祝日は休み）

１３：００～１６：００
受付１２：３０～１５：００まで

１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

りんご庁舎２階
こども家庭応援センター

市役所A棟１階
（外国人相談窓口）

市役所A棟３階
（産業振興課内）
飯田商工会議所
（常盤町４１）

さんとぴあ飯田
※本人の相談が原則
※本人確認ができる
　書類と写真１枚が必要

おまめでサロン
（ほっとカフェわたの実）
介護老人保健施設
ゆうゆう

男女共同参画課
内線５４５３

保健課健康推進係
内線５５１３
ジョブカフェいいだ
内線３５１４

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

飯伊圏域障がい者総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２　　
まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８１
ゆうゆうカフェ担当
☎０２６５（５３）６０４８

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

毎週月～金曜日  ８：３０～１７：３０

外
国
語
相
談

心
配
ご
と
相
談

平
日

休
日
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今月のプレゼント今月のプレゼント
防災関連グッズセット

（家具転倒防止安定板・携帯トイレ・除菌ウエットシート）

応募締切 11月２５日㈪ （必着）
次の事項を必ず記入し、はがきまたはメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
特集してほしいテーマ 良かった記事 良くなかった記事など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※抽選結果はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます。

５名様に
プレゼント

家具転倒防止安定板
携帯トイレ

除菌ウエットシート

◉いつどこで起こるかわからない地震に備え、食器棚
やタンスなど家具の転倒を防ぎましょう！
◉災害時のトイレ問題は待ったなし。そのときはアウトド
ア用品の携帯トイレが役立ちます！
◉災害時は除菌や殺菌を心掛け、食中毒や感染症など
の二次被害を防ぎましょう！

リニアの速さと安全性リニアの速さと安全性
●問い合わせ／リニア推進課　内線３３２２今回は、あらためてリニアの走行速度と安全性などについて説明します。

１秒間に約１４０ｍ進みます。
新幹線 （最高時速３２０ｋｍ） より速く、飛行機 （最高時速１,０００ｋｍ以上） より遅いスピードです。
飛行機が離陸して、高度３,０００ｍまで上昇している時の速度がおよそ時速５００ｋｍです。（ＡＮＡホームページより）

最高時速５００ｋｍで走行します。
1Q
A

時速５００ｋｍで走行していて、安全に停車することができるのですか。

リニア中央新幹線山梨実験線では、最高時速
５００ｋｍでの走行試験を日々繰り返し実施し
ており、これまでに累計２００万ｋｍ（地球約５０
周）以上の走行を安全に行っています。

時速５００ｋｍでも安全に停止できます。
2Q
A

リニアの研究はいつから始まったのですか。

東京～大阪間を６０分で結ぶことを目指し、新幹線の次の超高速鉄道としてリニアモーター推進浮上式鉄
道の研究がスタートしました。東海道新幹線が開業（１９６４年）する２年前から超電導リニアの研究に着手
しているのです。

１９６２年 (昭和３７年）に始まりました。
3Q
A

リニアはどのくらいの速さで走るのですか？

時速５００ｋｍで走行していて、安全に停車することができるのですか。
安全に停止できます安全に停止できます

時速５００ｋｍで走行していて、安全に停車することができるのですか。
安全に停止できます安全に停止できます。

時速５００ｋｍで走行していて、安全に停車することができるのですか。

リニアのまちづくり・いいだ
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ムトス飯田推進委員会は、市民の皆さんの自主的な
まちづくり活動を支援しています。このコラムでは、
そんな市民の皆さんの活動を紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３

団体名

▲栽培体験教室

第２７回

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

飯
田
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
振
興
会

当
会
で
は
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
体
験
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。栽
培
に
は
他
の
作
物
と
違
う
点

が
あ
り
、順
調
に
栽
培
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。土
壌
、品
種
の
違
い
に
よ
っ
て
栽
培
方
法
を

変
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、飯
田
地
域

は
気
象
的
に
恵
ま
れ
て
お
り
、す
べ
て
の
品
種
が

栽
培
で
き
る
地
域
で
す
。当
地
方
に
お
け
る
栽
培

方
法
を
明
確
に
示
し
、剪
定
、挿
し
木
、接
ぎ
木

な
ど
に
つ
い
て
も
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
教
室

で
す
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
品
種
は
大
き
く
分
け
て
２
種

類
あ
り
ま
す
。ハ
イ
ブ
ッ
シ
ュ
と
ラ
ビ
ッ
ト
ア
イ
で

す
が
、栽
培
方
法
、果
実
に
つ
い
て
大
き
な
違
い
が

あ
り
ま
す
。私
は
、直
売
所
に
果
実
を
出
荷
し
て

い
ま
す
が
、栽
培
者
間
で
も
、２
種
類
あ
る
こ
と

も
知
ら
な
い
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
お
ら

れ
ま
す
。最
低
限
必
要
と
な
る
知
識
で
す
。教
室

で
は
、こ
の

様
な
事
も
学

ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。詳

細
は「
相
野

屋
フ
ァ
ー
ム
」

で
検
索
。

会
の
紹
介

三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１５７回三市合同企画 第１５７回

ぷ
り
っ
ぷ
り
っ
で
ク
リ
ー

ミ
ー
な
浜
名
湖
産
の
カ
キ

を
、ウ
ナ
ギ
か
ば
焼
き
の
香

ば
し
い
タ
レ
に
絡
め
た
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
の
丼
。今
年

で
発
売
１０
年
目
と
な
る
牡

蠣
カ
バ
丼
は
、過
去
に「
全

国
新・ご
当
地
グ
ル
メ
選
手

権
」で
準
優
勝
し
た
こ
と
で

有
名
に
な
り
、今
で
は
全
国

に
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
る
浜

松
の
冬
季
限
定
ご
当
地
グ

ル
メ
で
す
。

海
水
と
淡
水
が
混
ざ
る

浜
名
湖
で
養
殖
さ
れ
た
カ

キ
は
、粒
が
大
き
く
、ぷ
り
っ

と
し
た
食
感
と
濃
厚
な
味

わ
い
が
特
徴
で
す
。ま
た
、

ミ
ネ
ラ
ル
が
多
く
栄
養
満

点
で
、全
国
の
名
産
地
に
負

け
な
い
品
質
の
高
さ
を
誇

り
ま
す
。

今
年
も
市
内
１６
店
舖
で

牡
蠣
カ
バ
丼
が
提
供
さ
れ

る
予
定
で
す
。ト
ッ
ピ
ン
グ

や
調
理
方
法
は
店
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、食
べ
比

べ
し
て
み
る
の
も
お
す
す
め

で
す
。口
い
っ
ぱ
い
に
浜
名

湖
を
味
わ
え
る
贅
沢
な
一

品
を
、ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

浜
松
の 「
お
い
し
い
」 

が 

つ
ま
っ
た
丼（
ど
ん
ぶ
り
）

★販売期間：１１月中旬～３月中旬
★問い合わせ：
浜名湖丼研究会 （舘山寺温泉観光協会）
☎０５３（４８７）０１５２

※市内の牡蠣カバ丼が食べられるお店を紹介した
「牡蠣カバ丼マップ」を作成しています。

牡蠣カバ丼

～牡蠣カバ丼の掟～
一、浜名湖産の牡蠣と海苔、
遠州産の玉ねぎ、地元のミカンの皮を使うべし

一、ウナギかば焼きのタレで味付けすべし
か

き
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宝くじ助成金で防災用
無線機を整備しました
宝くじ助成金で防災用
無線機を整備しました
上久堅地区自主防災会では、一般財団法人自治総

合センターの宝くじの社会貢献広報事業として、宝く
じの受託事業収入を財源として実施しているコミュニ
ティ助成事業により、デジタル無線機の整備を宝くじ
の助成金で実施しました。

９月１日の飯田市
地震総合防災訓練
で行った情報伝達
訓練では、情報の把
握・共有が容易とな
り、地域防災活動の
充実と強化を図る
ことができました。

●問い合わせ／
上久堅地区自主防災会事務局（上久堅自治振興センター内）
☎０２６５（２９）７００１

宝くじ助成金で防災用
無線機を整備しました

結いターン移住定住推進室 イメージキャラクター
「ゆいたん」

■問い合わせ
結いターン移住定住推進室 内線５４４３
https://www.city.iida.lg.jp/site/yuiturn/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

Ｕ
タ
ー
ン
Ｉ
タ
ー
ン
を
応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

Ｕ
タ
ー
ン
Ｉ
タ
ー
ン
を
応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

結
い（
UI
）タ
ー
ン

結
い（
UI
）タ
ー
ン

起こそう！小さなイノベーション
～ 伊那谷から全国へ、世界へ挑戦するために ～

起業家や経営者の方を対象に、県内外で活躍している若手経営者を
むかえてセミナーを開催します。
ご自身のビジネスを次のステップに進める方法を一緒に考えましょう！

はぶき

参加費無料
定員５０人
先着順
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ゆいきっず広場か、こども家庭応援センターまで
お問い合わせください。

ゆいきっず講座ゆいきっず講座飯田市こども
家庭応援センター

◎ゆいきっずについて…内線５３４６
◎子育てに関する相談…内線５３４３

飯田市本町１－１５　りんご庁舎２階

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

親子でくつろげる 「ゆいきっず広場」
楽しく、学べる 「ゆいきっず講座」

子育て情報サロン（授乳室を併設）「すくすくサロン」
発達・子育ての相談窓口

　　 　　　　　　などがご利用いただけます。

★ゆいきっず広場…火曜日を除く各曜日 ９：００～１６：００
（本町駐車場は初めの１時間無料、その後３０分ごと１００円かかります。）
★すくすくサロン…毎日 ９：００～１７：１５
★子育て相談窓口…平日（月～金曜日） ８：３０～１７：１５

虫歯予防のためにできること
日時：１１月１１日（月） １０：３０～（３０分程度）　　
場所：こども家庭応援センター キッズルーム
内容：歯みがきの方法、歯ブラシの選び方、

気をつけたいこと など
講師：飯田市保健課職員
対象：市内在住、就学前の子どもを持つ

保護者の方
定員：なし ※予約不要　
※当日、ゆいきっず広場は運営日です。

【 子育てネット 】
https://iida-kosodate.net/

「わが家の結いタイム推進月間」
「子供・若者育成支援強調月間」

１１月は「わが家の結いタイム推進月間」・「子
供・若者育成支援強調月間」です！
飯田市教育委員会では、家族が一緒に過ごし、
心を通わせるひと時を「わが家の結いタイム」と
名づけ、啓発・推進しています。
１１月はわが家の結いタイム推進月間です。
「あいさつ」・「会話」・「お手伝い」・
「読書」で家族のふれあう時間を大切
にしましょう。
また、11月は子供・若者育成支援強調月間で
もあります。
子どもの健やかな成長を地域で見守り、応援し
ましょう。

地域で活発な
あいさつ運動が
行われています

あいさつ運動は、子どもの安全な登下校の
見守りや、子どもと地域の大人が気持ちよい
あいさつを交わし、交流を深めることなどを目
的に行われています。
家庭や地域であいさ

つをすることで、みんな
がつながり、地域を元気
にして、地域ぐるみで子
どもの育ちを応援しま
しょう。
あいさつは人と人との

より良い関係を築くため
の第一歩です。
ぜひ家庭から、大人か

らあいさつをしましょう。

11月は

地域でお互いの顔が見える
つながり・支え合いを
大切にしましょう

おはよう
ございます。
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OrangeOrange ribbonribbon

１８９（いちはやく） ちいさな命に 待ったなし１８９（いちはやく） ちいさな命に 待ったなし
令和元年度児童虐待防止月間標語令和元年度児童虐待防止月間標語

■問い合わせ／
　子育て支援課 こども家庭応援センター 内線５３０２

子どもの生命に危険があるとき

虐待を発見したとき

虐待を発見したとき・虐待が疑われる・
放置すれば虐待に至る心配があるとき

休日・夜間に虐待の通告をするとき

飯田警察署
☎０２６５（２２）０１１０　（緊急時は１１０）

飯田児童相談所　☎０２６５（２５）８３００

市役所子育て支援課 こども家庭応援センター
☎０２６５（２２）４５１１　内線５３０２

虐待とは・・・

「子ども虐待防止」の象徴として「オレンジリボン」を
広める運動です。
オレンジリボンには、子ども虐待の現状を広く
知ってもらい、子ども虐待を防止し、子どもが幸福
になれるようにという願いを込めています。

◎オレンジリボン運動に関する情報は、
　ＮＰＯ法人 児童虐待防止全国ネットワーク　
　オレンジリボン運動事務局
　ＵＲＬ http://www.orangeribbon.jp/

オレンジリボン運動オレンジリボン運動オレンジリボン運動オレンジリボン運動

子育て中の
お父さん
お母さんへ

子育て中の
お父さん
お母さんへ

児童虐待・ＤＶ２４時間ホットライン
☎０２６（２１９）２４１３

児童相談所全国共通ダイヤル
☎１８９　（いちはやく）

叩く、なぐる、蹴る、投げ落とす
かみつく、ひっかく　など

食事を与えない
ひどく不潔な環境で生活させる
低年齢の子どもだけで留守番をさせる
必要な医療を受けさせない
など

暴言、無視する
家庭内で夫婦けんかを
見る・聞く　など

わいせつな行為・性的行為を見せる　など

身体的虐待身体的虐待

ネグレクト（育児放棄）ネグレクト（育児放棄）

心理的虐待心理的虐待

性的虐待性的虐待

◉ひとりで悩まないように
　こども家庭応援センターまで
　相談してください。

毎日の子育てで
こんなことがありませんか？

　　言うことを聞いてくれなくて…
　イライラする、
　　　たたいたり怒鳴ったり…
うっとうしくて無視してしまう…

●虐待が心配される児童を発見した場合の連絡
先などについて

子育てにおいて「しつけ」と称して叩いたり怒鳴ったりすることは、
子どもの成長に深刻な影響を与えます。イライラした時は、一旦その場を
離れる・深呼吸するなど対処しましょう。

子どもを健やかに育むために子どもを健やかに育むために
～ 愛の鞭（むち）ゼロ作戦 ～～ 愛の鞭（むち）ゼロ作戦 ～

ひどく不潔な環境で生活させる
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期間中、市税など（※１）の口座振替をお申し込みいただくと…

●口座振替の申し込み方法
①通帳・届出印・納税通知書をご用意ください。
②飯田市内の金融機関本支店（※２）または
市役所納税課で、
「口座振替依頼書（自動払込利用申込書）」に
記入し、窓口に提出してください。
（郵送での提出も可）

口座振替依頼書の 【申込日】 は、必ず記入してください。
記入がない場合、特典を受け取れないことがあます。

※１ キャンペーンの対象となるのは、個人市県民税・固定資産税・
軽自動車税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・
介護保険料の、いずれも普通徴収分です。

※２ 取扱金融機関は、八十二銀行、長野銀行、
飯田信用金庫、長野県信用組合、
長野県労働金庫、みなみ信州農業協同組合、
ゆうちょ銀行です。　

● 振替口座の変更も、キャンペーンの対象と
　 なります。

１０月から、《地方税共通納税システム》
を使った電子納税ができるようになってい
ます。法人市民税・市県民税の特別徴収分な
どが、インターネットを通じて簡単に納付
できる便利なシステムです。
詳しくは

●問い合わせ／納税課 管理係　内線５１５１

特典１・２は、口座振替開始通知とともに、１２月中に郵送します。
特典２の当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。

お申し込みいただいた方
　　　　　　全員に、

お申し込みいただいた方から
　 抽選で５０名様に、

「ナミキちゃん マルチクロス」 「ナミキちゃん
　  コットンバッグ」をプレゼント！

をプレゼント！

（ 自 動 払 込 ）

口座振替依頼書が、
市ウェブサイトからダウンロード
できるようになりました！

ダウンロードした口座振替依頼書
は、必ず市役所納税課へ
提出してください。
（郵送可）

©飯田 丘のまちフェスティバル実行委員会

「
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ナミキのグッズ
もらえるよっ♪

口座振替

エルタックス
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みんなで歩かまい！
東野文化の路探訪会

Ｗａｌｋｉｎｇ Ｗａｖｅ ＩＩＤＡ

１１月１７日（日）

毎月第３日曜日

東野公民館
☎０２６５（２４）９１４４

今村：☎０９０（４４６４）８８３９
吉沢：☎０９０（２４５２）６００７

モーニング・ウォーク

竜丘歩こう会

毎月第２日曜日

月例（月１回）

今村：☎０９０（４８２２）０１３５

竜丘公民館
☎０２６５（２６）９３０３

行事名・団体名 開催予定日 問い合わせ・申し込み先

令和元年度　ウォーキング事業

各ウォーキングイベントの詳細は、開催１カ月前を目安に広報いいだミニコーナーに掲載します。ぜひご覧ください。
申し込みは、各主催団体のほか、生涯学習・スポーツ課でも受け付けています。
５月～１０月のイベントについては、４月の「広報いいだ」に掲載します。

めざせ全制覇！月いちウォーキング （下半期版）めざせ全制覇！月いちウォーキング （下半期版）

その他にもウォーキングイベントがたくさん！
（下半期版）

その他にもウォーキングイベントがたくさん！
（下半期版）

暑かった日々がうそのように過ごしやすい気候になってきました。スポーツにはもってこいの
季節です。「いきなりハードな運動はちょっと」という方、ウォーキングを始めてみませんか。
ウォーキングは年齢・性別にかかわらず、誰でも気軽に取り組めるスポーツです。
みんなで楽しく歩きましょう。

月いちウォーキングのほかにも、各地区・団体でウォーキングイベント
が目白押し！ご家族・お友達と気軽に参加しよう！

※申し込みは、各主催団体にご連絡ください。

実 施 日 行　事　名 集合場所 内　　　　容 主 催 者

１１月
日時未定 上久堅ウォーキング！ 上久堅公民館 上久堅の自然や文化に触れながら

ウォーキングします。 上久堅公民館

１２月７日（土）
８：３０～ 天龍峡大橋開通記念ウォーク

天龍峡温泉
交流館
ご湯っくり

天龍峡大橋開通を記念して橋を通
過するウォーキングです。 生涯学習・スポーツ課

１月１９日（日）
時間未定 神社まわりウォーク 未定 飯田市内の神社を巡ります。 Ｗａｌｋｉｎｇ Ｗａｖｅ ＩＩＤＡ

２月２３日（祝）
時間未定

スノーシュー
※雨天、雪が少ない場合中止 未定 雪上のウォーキング「スノーシュー」

を体験します。 Ｗａｌｋｉｎｇ Ｗａｖｅ ＩＩＤＡ

３月
日時未定 丸山地区ウォーキング大会 丸山公民館 丸山地区のシンボルである風越山の

麓を歩きます。
丸山公民館・
健康福祉委員会

４月２５日（土）・
２６日（日） 第３４回飯田やまびこマーチ 中央公園 日本マーチングリーグの中でも歴史

ある大会。春の飯田を楽しく歩こう。
飯田やまびこマーチ
実行委員会

下半期保存版

ウォーキング

２０１9.11.1［広報いいだ］25



人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２
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■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２

第３３回 伊那谷文化芸術祭・人形劇の部
日時：１１月４日（休） １０：００開演
会場：飯田人形劇場
入場料：４００円（当日５００円）
出演：緑ヶ丘中学校人形劇部みどり座

飯田西中学校人形劇部ＴｈｅＷｏｒｌｄ
旭ヶ丘中学校人形劇部ＳＵＮ☆ＳＨＩＮＥ

森のぽかぽかクリスマス
日時：１２月１日（日） １０：００～１６：００

人形劇公演（１４：００～）
人形劇団ひぽぽたあむ 「チップとチョコ」
クリスマスリースづくり（１０：００～１６：００）
手作りピザづくり（１１：００～１６：００）

会場：かざこし子どもの森公園
参加費：おやこ３人以上…２,０００円

おやこ２人…１,５００円／１人…１,０００円
観劇のみ…８００円

第３７回 伊那人形芝居公演
日時：１１月１７日（日） １０：００開演（１７：００終了予定）
会場：黒田人形浄瑠璃伝承館
出演：早稲田人形保存会

竜峡中学校今田人形座
阿南第一中学校早稲田人形部
今田人形座、 黒田人形保存会
古田人形芝居保存会

人形劇定期公演【１２月】

日時：１２月１５日（日） １０：３０開演
会場：飯田人形劇場　　入場料：２００円 ※３歳未満無料
出演：レッツ川路キッズ（川路小学校）／

ぱぺっと・どらら／ふたご座

◉飯田下伊那のアマチュア劇団による連続公演

落　語

落　語

太神楽

林家正蔵
桂米團治
翁家勝丸

※未就学児入場不可。託児（無料）あり／申込締切11月18日（月）

●問い合わせ／飯田文化会館　☎0265（23）3552

はやしやしょうぞう

かつらよねだんじ

おきなやかつまる
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りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を

１１月のエコカフェ

★着物で楽しむ秋の一日
～初心者歓迎！着付け講座～
日時：１１月１７日㈰

１０：００～１２：００
講師：下平あやこさん （山野流着装教室）
参加費：無料
持ち物：着物と道具一式

★英語の会話を楽しもう～初心者むけ～
間違う事を恥ずかしがらずに
会話をしてみましょう
日時：１１月２１日㈭

１０：００～１２：００
講師：後藤もりさん
参加費：３００円
持ち物：筆記用具

★気持ちを伝える文字のコツ
心あたたまる手作り年賀状を書こう！
日時：１１月２７日㈬ １０：００～１２：００
講師：立花尚美さん
参加費：５００円
持ち物：自分で使いたい筆記用具

★二十四節気を楽しむ薬膳
寒さに打ち勝つ薬膳なべを食べよう！
日時：１１月３０日㈯ １０：００～１２：００
講師：青山洋子さん
参加費：１,０００円
持ち物：エプロン

★玄米菜食で身体をリセット！
穀物（玄米）菜食
１２月３日㈫ １０：００～１２：００
講師：大脇ゆかりさん
参加費：１,０００円
持ち物：エプロン・三角巾・筆記用具

★エコカフェフリー
日時：１２月６日㈮ １０：００～１２：００
講師をやってみたい！
こんなことをやってほしい！
などなど、コーディネーターが
皆さんの意見をお聞きします。

「
食
欲
の
秋
に
食
の

エ
コ
を
考
え
よ
う
」

秋
に
な
り
ま
し
た
。実
り

の
秋
と
も
言
い
、多
く
の
お

い
し
い
物
を
目
に
し
ま
す
。

エ
コ
ラ
イ
フ
に
欠
か
せ
な

い
の
が
食
の
エ
コ
で
す
。

食
生
活
の
中
で「
地
球
に

や
さ
し
い
」食
の
エ
コ
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
買
い
物
編
」

旬
の
物
を
中
心
に
食
材

を
選
び
ま
し
ょ
う
。お
い
し

く
価
格
も
手
頃
な
旬
の
食

材
に
は
、季
節
ご
と
に
必
要

な
栄
養
が
備
わ
っ
て
い
ま

す
。バ

ラ
売
り
活
用
で
食
材

も
包
装
資
材
も
無
駄
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。農
林
水
産

省
は
食
べ
ら
れ
る
の
に
も
関

わ
ら
ず
捨
て
ら
れ
た
食
品
ロ

ス
は
約
６
４
３
万
ト
ン
と
公

表
し
ま
し
た
。（
平
成
２８
年

度
推
計
）食
品
を
使
い
切
れ

ず
に
廃
棄
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
よ
う
、必
要
な
量
だ

け
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

「
調
理
編
」

調
理
済
み
素
材
を
使
っ
て

手
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
省

く
な
ど
、調
理
の
工
夫
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
食
材
の
無
駄

を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
を
使
う
場
合
は
、鍋

の
底
の
水
滴
を
取
る
、炎
を

鍋
よ
り
出
さ
な
い
よ
う
に
す

る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
無
駄

に
な
り
ま
せ
ん
。

「
片
付
け
編
」

食
器
に
付
い
た
油
や
ソ
ー

ス
は
古
布
で
拭
っ
て
か
ら
つ

け
置
き
洗
い
を
し
ま
し
ょ

う
。水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に

し
な
い
こ
と
は
家
計
に
も
や

さ
し
い
こ
と
で
す
。

生
ご
み
は
水
気
を
切
っ
て

か
ら
可
燃
ご
み
に
出
し
ま

し
ょ
う
。生
ご
み
を
少
な
く

す
る
方
法
と
し
て
、土
と
混

ぜ
て
堆
肥
を
つ
く
っ
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。

食
を
知
り
、楽
し
む
こ
と

が
環
境
を
保
つ
こ
と
に
役
立

ち
、毎
日
の
暮
ら
し
を
豊
か

に
し
て
く
れ
ま
す
。一
年
の

中
で
実
り
に
恵
ま
れ
た
秋
で
、

食
の
エ
コ
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

※申し込みはお電話でお願いします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。

１１月６日㈬から申し込みの受付を開始します

１０：００～１２：００
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはでき
ません。
�窯焼きピザづくり（クリスマスバージョン）
１２月８日㈰ １０：３０～１２：００受付　材料費：３００円

�秋のクラフトフェア飯田２０１９
～全国から手づくり作家が集う野外クラフト芸術祭～
１１月１６日㈯・１７日㈰ １０：００～１６：００
◉キッズ体験コーナー（木のストラップづくりなど）もあります。
主催・問い合わせ：クラフトフェア飯田をつくる会

☎０５０（３５６６）３５１１
�おもちゃの修理屋さん
１１月２３日㈷、１２月１４日㈯ １０：００～１２：００
場所：なかまの館
主催：玩具の修理屋さん

�作家さんとクリスマスグッズをつくろう
１１月３０日㈯ １０：００～１５：００
材料費：各ブースにより異なります
場所：なかまの館

�森のぽかぽかクリスマス
～人形劇鑑賞・ピザづくり・リースづくりがセットになった

　大人気のクリスマスイベントです～
１２月１日㈰ １０：００～１６：００
参加費：１，０００円～
受付場所：なかまの館
上演内容：「チップとチョコ」
出演：人形劇団 ひぽぽたあむ
共催：ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター
　　 飯田文化会館
※予約制（公園事務局または、飯田文化会館

☎０２６５（２３）３５５２までお電話ください）

�クリスマスモビールをつくろう
１１月２３日㈷・２４日㈰
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

�リースづくりに挑戦しよう
１２月７日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：５００円

�スノードームをつくろう
１２月１４日㈯・１５日㈰
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：３００円

�スクラップブッキング～着色～講座
～オリジナルファブリックパネルづくり～
１１月２３日㈷ １０：００～１５：００（お昼休憩１時間を含む）
材料費：３,０００円　場所：なかまの館
講師：宮脇史枝（公園スタッフ、国際スクラップブッキング

協会ＩＳＡ２級インストラクター）
�とんぼ玉づくり体験
～ブローチにもなるヘアバトンのとんぼ玉～
１１月２４日㈰ ９：３０～１６：００　材料費：４,０００円
場所：土の工房
講師：城下鮎子さん（とんぼ玉作家）

１１月１８日㈪、２５日㈪、１２月２日㈪、９日㈪

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

�特別講座 「割りばし飛行機を作ろう」 ＆
「高校戦隊テックレンジャーショー・握手会」
１１月２日㈯ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
テックレンジャーショーは１４：００から
�電気クラゲで遊ぼう
１１月３日㈷ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�へんてこコマを作ろう
１１月１０日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�飛行機凧を作ろう
１１月１６日㈯ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�プラカップの七変化
１１月１７日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�サッカーボールを作ろう
１１月２４日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
�プルプル水だんごを作ろう
１１月３０日㈯ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００

楽しいテーマがいっぱい！  遊びにきてね！

�クリスマスフォト撮影会
～お子様の記念日をもっと身近に、

おしゃれに撮影できるフォトブースです～
１２月８日㈰ １０：００～１４：００
参加費：１,０００円～　 場所：なかまの館
主催：Ｌｉｍｏ ｓｔｕｄｉｏ
※ＬＩＮＥ＠ｍａｍｉ６４１９ までお問い合わせください。

森森子ども大学（子ども体験学習）

冬の特別企画

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

森森大学院（成人向け教養講座）
※対象：成人向け　　　※予約制（定員になり次第締め切り）

休館日 （１１月１５日～１２月１４日の期間中）

理科実験ミュージアム

◆◆◆　理科実験ミュージアム問い合わせ　◆◆◆
南信州飯田おもしろ科学工房  www.i-kagaku.net

生涯学習・スポーツ課　 内線３７４２

場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

市民のみなさんによる活動

※公園事務局☎０２６５（５９）８０８０までお電話ください。

要予約

要予約

要予約

要予約
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飯田市立動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
https://kawaranbe.net/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

�年賀状にどうですか？
１１月１９日㈫～１２月２８日㈯
�エンリッチメントＤＡＹ
～動物たちを楽しませよう～
１１月２３日㈷ （雨天中止）

�サンタ列車
１２月１日㈰～２５日㈬ （雨天中止）
�ウインターナイトズー
１２月７日㈯・８日㈰、１４日㈯・１５日㈰
１７：００～１８：３０ （豆汽車は雨天運休）
�ウインターナイトズー☆星空観望会
１２月７日㈯ １７：３０～１８：３０
（雨天の場合８日㈰に延期）
※星の見えない夜空の場合も延期

�顕微鏡で小さな生き物たんけん
１１月１６日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：ミジンコなどを拡大して観察します。

�ウオーキングで健康生活
１１月２１日㈭ １３：３０～１５：３０
対象：成人
講師：酒井浩文さん （ソウル五輪競歩代表）
内容：天龍峡コースで健康ウオーキングをします。

�親子ダイコン抜きと漬物
１１月２３日㈷ ９：００～１２：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：大根を収穫して豚汁を食べよう！

�５種の年賀状作り
１１月３０日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：５種類の材料を工夫して作ろう！

�絵手紙講座
１２月５日㈭ ９：００～１１：００
対象：成人
講師：黒河内秀幸さん （日本絵手紙協会）
内容：先生に教わりながら楽しく描きます。
材料費：２００円

�クリスマスリース作り 【午前】 【午後】
１２月７日㈯ 【午前】  ９：００～１１：００

【午後】１３：００～１５：００
対象：幼児～成人
講師：かわらんべ協力員
内容：自作リースでインスタ映え。

�デジカメ入門
１２月１１日㈬ ９：００～１１：００
対象：成人
講師：宮島 功さん （飯田市写真家）
内容：写真作品展示と勉強会をします。

�親子でソバ打ち体験
１２月１４日㈯ ９：００～１２：００
対象：親子
講師：清水勝弘さん

（天龍峡そばの里 農耕百花）
内容：自分で打ったソバの味は格別です。
【予約先着２０組限定】

１１月１８日㈪、２５日㈪、１２月２日㈪、９日㈪

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。
※「フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう」
と、「動物とのふれあい」は１２月からお休みします。
「ビーバーの巣直し」は１２月から始まります。
�モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００ （雨天中止）
�フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう
１２：１５～ （雨天中止）
�ポニーのふれあい
１３：３０～１４：３０ （雨天中止）
�ビーバーの巣直し見れるかな？
１４：４５～　ビーバーの活動時間によって、変更する
場合があります。

※１１：３０までに希望者がいない場合は、中止となります。
�モルモットのふれあい
１１：３０～１２：００ （雨天中止）

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

休園日 （１１月１５日～１２月１４日の期間中）

毎週土日・祝日のイベント （定期）

平日の定期イベント

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴でお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

要予約

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。
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作り方  材料（作りやすい量）五
平
餅

五平餅のいわれは諸説あります。旅人
の五平さんが世話になったお礼に教えて
くれたのが始まりとされ、新米収穫祝い
や来客時のごちそうなどに作られました。

米（新米）

【たれ】
 いりごま
 くるみ
 みそ
 砂糖
 緑茶

５合

２０ｇ
１００ｇ
大さじ５
１００ｇ
少々

①米を普通に炊く。
②ご飯が炊けたら、熱いうちにつぶして
丸め、型で抜く。
③ご飯が冷めたら串に２個刺す。
④炭火や熱したフライパン、ホットプレ
ートなどで焼く。
⑤両面焼けたら作っておいたたれをぬ
り、再びあぶる程度に焼く。

【たれ】
㋐ごまとくるみをいり、すり鉢でする。
㋑みそと砂糖と㋐を合わせ、緑茶を少
し加えて調節する。

発行・編集：飯田市 市長公室 秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４  ☎０２６５（２２）４５１１  　０２６５（５３）４５１１  ●ウェブサイト https://www.city.iida.lg.jp/
飯田市の人口（１０/１現在）■人口＝１００,７９１人（前月比－７２）男４８,４７１人／女５２,３２０人  ■世帯数＝３９,９７８世帯（前月比－１１）

休館日
観覧料

●
●

１１月１8日㈪、２5日㈪、１２月２日㈪
一般…３１０円（２１０円）、高校生…２００円（１５０円）、
小中学生…１００円（８０円） ※（  ）内は２０人以上の団体料金作者「小島敬介」 題名「深層の風景１９－０１」 （銅版画）

現代の創造展は、節目となる２０回を迎えました。今回は、日本
画、洋画、版画、彫刻、工芸、書、コンテンポラリーの７部門１４７点
を混在させて展示にするという新たなチャレンジを試みます。また、
現代の創造展に多大な貢献をされた４人の遺作も展示します。

会 期

●オープニングイベント／１１月１７日㈰
ジャズ演奏会　鎌倉淳カルテット
１０時３０分～１１時１０分　美術博物館ロビー
記念講演会　北川原温さん 「今も建築が大好きな少年のように」
１３時３０分～１５時　追手町小学校講堂

●ワークショップ／１１月２４日㈰、１２月１日㈰ １０時～１２時
場所：美博 科学工作室　　講師：水上雅彦さん （木工作家）
●ギャラリートーク・フリーギャラリートーク
１１月２４日㈰、１２月１日㈰ １３時３０時～１４時３０分
フリーギャラリートークは、ギャラリートーク終了後に実施１３時３０分～１５時　追手町小学校講堂 フリーギャラリートークは、ギャラリートーク終了後に実施

飯田アカデミア第８９講座
幕末維新期の新吉原遊廓と遊女 ●講師／横山 百合子 さん（国立歴史民俗博物館）

●日時／１２月１４日（土）
◆第１講　午後１時３０分～３時
「新吉原遊廓の構造と幕末期の動揺」
◆第２講　午後３時２０分～４時５０分
「遊女屋経営と寺社名目金貸付」
●日時／１２月１５日（日）
◆第３講　午前１０時～１１時３０分
「新吉原遊廓の動揺」
◆第４講　午後１時～２時３０分
「遊女の日記を読む
　   ―幕末期新吉原遊女たちの素顔」

●会場／市役所Ｃ棟３階会議室
●受講料／５００円 【２日間共通】（高校生以下無料）
※事前の申し込みは不要です。どなたでもご参加いただけ
　ますのでぜひお越しください。

江戸の遊廓や岡場所は、これまで数多くの物語や浮世
絵、歌舞伎芝居の題材としてとりあげられてきましたが、そ
の歴史的実態はどのようなものだったのでしょうか。この
講義では、幕末維新期の新吉原遊廓を素材として、江戸時
代の遊廓と遊女の姿にせまります。
講義では、まず、新吉原遊廓と
はどのようなところだったのか、ま
たその運営や管理統制はどのよ
うに行われていたのかを明らかに
します。次に、近世後期に多発す
る放火や遊女屋経営の動揺の実
態、その背景にある遊女たちの生
活とその精神世界を、遊女の日記
や裁判調書などをもとに検討し、
江戸という城下町都市において
遊廓がいかなる意味をもっていた
のかを考察します。 「新吉原稲本楼全盛揃之図」

（国立歴史民俗博物館蔵）

［広報いいだ］２０１9.11.1 30




